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装置・デバイス・ものづくり・情報 

市販のデジカメを使用した携帯型微粒子粒径計測装置 

研究 

概要 

微粒子の粒径をレーザー回折法にて測定する従来技術に、最新ＩＣＴ技術を加味し、微粒子

の回折光パターンから自動的に微粒子粒径などの情報を抽出する技術の開発。 

 

 

総合情報学部 総合情報学科 

椿 光太郎 教授 Kotaro Tsubaki 

研究キーワード：微粒子 画像解析 ＰＭ２．５ セミドライ加工 

URL： http://researchmap.jp/read0200771 
 

研究シーズの内容 

微粒子は機械工作、医薬品、半導体成長、内燃機関、環境分野などで重要な役割を果

たしているため、その粒径計測は大事な技術です。しかしながら従来のレーザー回折粒径計

測法は効率的な測定でありますが、微粒子が存在する場所での粒径測定が不可能のた

め、微粒子を採取して測定装置に運ぶという手間が必要でした。 

従来例:  試料採取→ 試料運搬→ 試料分析  

今回、被測定物の採取運搬の手間を省いた、微粒子粒径の「その場観察」が可能なコン

パクトでかつ取り扱いが容易な粒径測定システムを試作しました。この試作装置では、①微

粒子の回折光パターン計測に市販のカメラを用い、②得られた回折光パターンをディジタル

処理して微粒子に特徴的な回折光パターンを抽出し、③抽出パターンの半径から微粒子粒

径を求めるものです。 

 

 

 

 

 

霧の中の水微粒子を上図の測定試作装置を入れた閉所に一緒に閉じ込め、水微粒子粒径が時

間とともに指数関数的に増加していることを実験的に初めて観測しました。粒径の時間変化の様子

は大規模数値計算結果と同じ傾向であり、粒径の測定値が正しいことを示唆しています。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

① 微粒子粒径の「その場観察」が可能なコンパクトな微粒子粒径測定システム 

② 適用分野： 内燃機関、塗装、造粒、機械工作、噴霧冷却分野での粒径計測 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

粒径測定装置および粒径測定方法 特願 2014-138358 

微粒子粒径自動測定装置  特願 2015-85131 

煙 

ＰＭ２．５ 

回折光パターン 
煙、雲 

レーザー 
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装置・デバイス・ものづくり・情報 

低歪・低ノイズ・低消費電力を実現したスイッチングアンプ 

研究 

概要 

テレビや携帯機器のオーディオ回路には小形低コストなスイッチングアンプ(Ｄ級アンプ)が用いられる

ようになりました。しかし、高周波雑音抑制に要するコストと小形化への制約が生じる共に、信号歪の

発生も課題となっています。本アンプにより、これらの課題を解決できます。 
 

 

理工学部 電気電子情報工学科 

佐野 勇司 准教授 Yuji Sano 

研究キーワード：オーディオ アンプ ノイズ 歪み 

URL： http://www2.toyo.ac.jp/~ysano/index.html 
 

研究シーズの内容 

提案方式においては、ＩＣ内の信号反転回路の位置を変えコンパレータ（ＰＷＭ回路）を追加するの

みで、ノイズの半減によるアンプの小形低コスト化と差動駆動による信号歪の半減が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用例・産業界へのアピールポイント 

① ＡＶ製品・映像機器・オーディオ機器の製造業の製造業 

② 集積回路・半導体 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

① 増幅器（特許第 5283060 号） 

② Ｄ級増幅器（特許第 5733838 号） 

③ Ｄ級増幅器（国際出願 PCT/JP2011/53730） 

 

出力パワーを変えずに、出力パルスの 

電圧振幅を半減することができます。 

ノイズの実測結果においても、 

奇数次高調波成分を３５ｄB 以上低減できました。 

ＩＣ化範囲 

ＩＣ化範囲 

回路コストの増加なしに、放射ノイズを低減して 

ノイズ対策コストを削減できる見通しを得ました。 

ＩＣの簡単な設計改良のみで本方式は適用できます。

従来方式 提案方式 

300kHz／div 

10dB／div 300kHz／div 

10dB／div 

提案方式 

非反転回路 

(遅延補償) 

ＶＯＬ２ 

従来方式 


